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間
違
い
だ
ら
け

東
一電
福
島
汚
染
・水
対
．策
・そ
の
‐１‐

‐～‐凍
土
壁
建
設
に
つ
い
て
～

九
月
七
■
ブ
エ
ア
ス
．ア
イ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ

（国
際
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
委
員
会
）
．総
会
の
場
で
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
か
ら
汚
染
水
問
題
を
・質
問
さ
れ
た
時
、
安
倍
首
相
は

「汚
染
水
の
状
況
は
制
御
で
き
て
い
る
一

東
京
に
は
今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
何
の
ダ
メ
ト
ジ
も
な
い
」、
「汚
染
水
問
題
は
、
解
決
に
向
け
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
決
定
し
、
既
に
着
手
し
て
い
る
っ
責
任
を
完
全
に
果
た
す
」
と
強
調
し
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ツ
タ
招
致
を
勝
ち
取
っ
た
。

こ
こ
ま
で
聞
ぐ
と
、
国
民
は

「
や
っ
と
国
が
重
い
腰
を
上
げ
、
汚
染
水
問
題
は
根
本
的
な
解
決
が
一図
ら
一

れ
る
「

「国
際
的
に
も
公
約
し
た
」
と
期
待
す
る
が
「
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
”
で
は
ず
ど
こ
が
間
違
い

で
あ
る
の
か
、
水
の
専
門
家
と
し
て
水
を
切
り
口
に
意
見
を
述
べ
て
み
た
い
０

一
、
一地
下
水
の
恐
ろ
し
さ

今
ま
で
の
東
電
の
汚
染
水
対
策
は
な
ぜ
ダ
メ
か
ヽ
地
下
水
は
何
処
か
ら
来
て
、
何
処
に
流
れ
て
ゆ
く
の

か
、
基
本
的
な
認
識
が
欠
如
ｔ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・
●

一地
下
水
脈
に
立
地
さ
一れ
た
福
島
第
二
原
発

福
島
原
発‐
一
号
機
０
建
‐‐

‐設‐
姑
●
河
芦
段
丘
地
帯
玉
位
置
し
、
地
質
と
し
て
砂
岩
、
そ
の
上
部
に
富
岡
層

に
属
す
る
シ
ル
一卜
岩

（遮
水
層
Ｙ
が
主
体
で
‐‐１
一

そ
の
上‥
を
ひ
礫
堆
積
層

（含
水
帯
￥
が
覆
？
で

い
る
。　
一
号
機
の
周
辺
は
標
高
三
十
五
ｍ
の
台

動賤け秘醐れ策‐‐‐畔臨計“一一‐‐れ整刹禁
‐地れ講ｒ一

は
四
ｍ
で
あ
り‐、一
そ
の
■
倍
以‐
上
の
高
一さ
と
ｔ

て
標‐高
十
ｌｍ‐ｔ
ｔ
ｔ
が
―
一
つ
高
さ
ず
撮
ヽ
堪

地
コ
ス
ト
が
低
減
で
き
る
も
の
だ
っ
た
ｆ
一．
一

原
子
カ
プ
ラ
ン
‐卜
は
米
国
Ｇ
Ｅ
社
の
タ
ト
ツ
一

キ
ー
契
約

（設
計
、
調
達
ず
建
設
、
試
運
転
、
一

性
能
保
証
ま
で
責
任
を
持
つ
て
行
う
契
約
Ｙ
で

あ
つ
た
が
ず
敷‐
地
造
成
工
事
は
東
京
電
力
の
責

任
施
工
範
囲
で

，
熊
谷
組
、
間
組
ヽ
前
田
建
設
ヽ

五
洋
建
設
な
ど
が
従
事
し
て
い
る
。
地
質
は
標

高
三
十
五
ｍ
か
ら
二
十
七
ｍ
ま
で
は
柔
ら
か
い

凍土1壁による遮水方式

．　
　
　
よ
じ
む
ら
　
　
か
ず
な
り

吉
村
　
和
就

鯵聯
刀
詰
′レ‐‐Ｋ
弾
一ヤ‐代ご

汚染水処理対策委員会(H2■ 6.3o資料より)
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電製̈
ｒ螺工高に村社「いわけ『̈
卿燎購棋慟
‐プ下ない詢翻
‐みし慟動ぃ一れ一・“九一“おけい一なな一暉げ

続
的
に
水
を
く
み
出
す
）
工
法
が
多
用
さ
れ
た
。
ま
た
梅
雨

―
時
に
は
一重
‐

機
が
一な

か
る
た
一‐‐め‐‐〓
策

，
な
一よ
い

て作
業
し
て
いる。
つま
り
「福
島
原
発
は
地
下
水
駅
の一
一一一
・一
カ
一一
０
一
あ一‘一

，
・■

， 一■

珠漿椰な‐‐まら‐さ原‐れ“い』ぽ卜岩‐‐肝はＦ一し証一がなた一卜ｔｒｒ一カ一卜一在保‐‐‐‐‐‐‐〓ｒ一ｒ一″一一一

期轟劫輔端胸報賜ゴい「端練ｒい一臓林Ｈ蒔̈
突‐ゃ帥球討「知月‐‐岸間‐‐段”が燿ば一一一一ず‐‐‐‐‐‐‐工‐‐瑚「一

Ｌ
一
水
源
Ｆ
．阿‐詳
胎
止
ぉ
０
一静
ト
ン
ど
雨‐れ
の―・
・・
・・
ト
ン‐一
一
一
一
一
一
一一
一
一
一

」』］］̈一中中］一一̈一一』̈け一一̈̈
¨̈る隈‐ｍ一，あ‐ら‐̈一̈一」一̈一一」」山―阿‐‐‐‐‐

（
一
千
百
九
十
三
メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
に
広
が
る
高
原
状
山
地
で
．あ
り
ヽ
水
．関
・係
者
一に
と

，
最
高
の
水
源

地
と
見
な
さ
れ
て
い
る
“
湧
水
地
も
多
い
。
東
電
福
島
に
流
入
し
て
い
る
地
‐下
水
は
一東
電
敷‐
地
０
山
難
に

あ
る
標
高
三
十
五
ｍ
の
山
林
を
含
む
敷
地
の
下
部
透
水
層
に
蓄
積
さ
れ
た
保
有
水
で
約
五
千
万
■
ン
か
ら

一
億
ト
ン
と
指
定
ざ
れ
常
に
海
に
流
出
し
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の
地
下
水
の―現
状
を
衛
星
に
よ
る
重
力
場

解
析
、
ま
た
複‐
数
の
観
灘
井
戸
を
掘‐
り‐‐
詳
細
な
デ
ト
タ
を
集
め
、
今
後
、
最
低
四
十
年
間
の

「地
下
水
の

流
れ
解
析
｝
を
す
る
必
要
が
あ
る
“
地
下
水
の
見
え
る
化
技
術
に
つ
い
て
は
、
（財
）
リ
バ
ト
フ
ロ
ン
ト

研
究
所

（代
表
理
事
竹
村
公
太
郎
氏
）
が
、
世
界
で
初
め
て
実
現
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
一一

二
つ
目
は
②
年
間
降
雨
量

（年
平
均

一
千
五

百
五
十
ミ
リ
）
か
ら
補
給
さ
れ
る
地
下
水
量
は

約
二
百
五
十
万
ト
シ
か
ら
五
百
万
ト
ン
／
年
で

ぁ
る
。
東
電
は
建
屋
に
流
入
す
る
地
下
水
の
内

訳
は
地
下
水
に
よ
る
も
の
が
三
百
壼
／

１日「
雨

水
に
よ
る
も
の
が
百
“ｍ
／
日
と
仮
定
し
て
い
る

が
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
“
　
　
．

さ
ら
に
心
配
な
こ
と
は
地
下
水
位
と
降
雨
量

と
の
関
係
で
あ
る
。
東
電
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と

サ
ブ
ボ
レ
イ
ン
水
位
と
地
下
水
位
と
の
湘
関
係

数
は
〇

・
六
六
で
あ
り
、
降
雨
量
と
地
下
水
流

入
量
と
の
相
関
係
数
は
○
■
五
九
で
あ
り
両
方

と
も
、一
降
雨
に
対
し
て
か
な
り
敏
感
に
反
応
ｔ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
て
い
る
ず
●

一
つ
ま
り
、
雨
が
降
れ
ば
、
地
下
水
位

の
上
昇
が
顕
著

に
な
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
地
球
温
暖
化
が
加

速
ｔ
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

―、
福
島
原
発
を
襲

え
ば
、
建
設
中
の
遮
水
壁
な
ど
は
役

に
立

た
な
く
な

る
こ
と
は

明
白

で
あ

る
ず
以
上

の
よ
う

に
今
後
廃
炉
ま

で
の
最
低
四
十
年
陽
●
膨
大
な
地
下
水
量
と
闘
わ
な
け
れ
ば

な
ヶ
な

一
こ
舘
を
背
負―
つ
■

い
る
ｏ
こ
の
党
悟
が
東
電

に
は
な

い
。
国
が
乗
り
出
す
な
ら
、
東
電
敷
地
外

の
阿
武
隈
山
系
か
ら

の
地
下
水
流
入
防
止
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
根
本
的
な
解
決

に
な
ら
な

い
。
　

　

　

一

薔島第■原子力発電‐所‐

地下水―の流れ

■肇水摯理対策委員
‐
会(H25く5`3o資料キtJ2 1 0300gle
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一原
発
周
辺
の
地
下
水
の
流
れ
は
一
・
　

　

・
・　
　
　
・
・
一　
　
　
・
・●
・　
　
　
・

東
電
に
よ
る
と

一
千
ゴ
／
日
以
上
の
地
下
水
が
建
屋
廻
り
に
流
入
し
、
海
に
流
出
し
て
い
る
と
発
表
し

て
い
る
Ю
阿
武
限
山
系
か
ら
の
地
下
水
の
流
れ
は
、
東
電
の
敷
地

（海
側
か
ら
見
て
）
の
右
側
の
細
谷
地

区
、
左
側
の
地
区

八
長
者
原
ず
北
台
地
区
Ｙ
に
分
け
ら
れ
、一
左
側
の
地
区

（タ
ン
ク
群
有
）
は
―
そ
の
昔

河
川
で
あ
っ
た
こ
と
が
地
質
調
査
で
裏
付
け
ら
れ
て
お
り
、
地
下
水
は
三
千

，
五
千
ぷ
／
日‐
位
流
れ
て
い

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
八
丹
に
地
上
タ
ン
ク

（Ｈ
４
、
Ｎ
ｏ
５
）
か
ら
漏
え
い
し
た
汚
染
水
三
百
ト
ン

ロ
悧
辞
“
「
一
一
一

¨
「
「
「
―の

「
「
一
「
一‐‐‐‐
散

‐‐‐
‐ し
一
「
０

一
一
“
「
一一
｝
一

・ 一
一
一
一
一
一
一
「

‐析
一
一

地
下
水
は
抑
制
さ
一れ
る
と
暴
れ
・る
一　
一

●
地
下
末
は
な
ぜ
海
に
流

‐
‐
れ
る
力、
デ
当
た
一
‐―り‐前
で
ぁ
る
が
、
そ
れ
自
身
が
重
力
に
よ
る
移
動
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
嚇
つ
て
い
一る
一
ち
で
あ
一‐る
一
地
一
．‐‐
‐こ
一

‐
遮
泳
壁‐
一
作
る
と
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ト
は
逃
げ
場
を
求
め

，
地
中

壁
の
周
辺
や
●
さ
ら
に
地
中
壁
の
下
部
に
水
道
八
み
ず
み
ち
）
を
作
り
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
抑
圧
さ
れ

た
量
に
比
例
し
、
流
量
、
流
速
が
早
ぐ
な
る
性
質
を
持
つ
。
こ
れ
ら
は
多
ぐ
の
ト
ン
ネ
ル
エ
事
や
、■
地
下

ブ
ム
を
作
る
時
に
見
ら

‐‐れる
現
象
で
‐あ
る
‐。
●
■
・り
福
島
原
発
に
流
入
す
る
地
下
水
を
地
中
壁
で
抑
制
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
●
地
下
水
は
一逃
げ
場
を
求
め
て
一●
地
層
の
中
で
暴
れ
る
の
で
あ
る
ｆ
一．
一
一
一．

●
●
・

■
、
世
界
で
も
実
績
一の
無
い
凍
土
壁
対
策

政
府
は
毎
日
四
百
ト
ン
ず
つ
増
え
続
け
る
汚
染
水
対
策
．の
決
め
手
と
言
わ
れ
る
凍
土
壁
に
三
百
二
十
億

円
、一
放
射
性
物
質
の
浄
化
装
置

〈
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
〉
に
百
五
十
億
円
ｏ
合
わ
せ
て
一四
百
七
十
億
円
投
入
、
そ
の

内
一
Ｉ
十
億
円
ぼ
今
年
度
予
算
の
予
備
費
‐を
当
て
る
こ
．と
を
決
定
し
た
ず
凍
土
壁
と
は
い
原
子
力
施
．設
の

建
屋
の
周
り
の
上
を
冷
却
材
の
循
環
に
よ
り
凍
結
さ
せ
、
地
下
水
の
浸
透
を
防
ご
う
と
す
る
大
規
模
設
備

で
あ
る
。
●
　
　
　
一　
　
　
　
・

一一
こ
れ
に
つ
い
て
も
世
界
中
か
ら
．疑
問‐
の
声
が
挙
が
う
て
い
る
。
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・
凍
土
壁
の
設
置
に
つ
い
て
　
　
一

一陸
側
の
遮
水
壁
設
置
に
つ
い
て
、一本
年
五
月
に
ゼ
ネ
コ
ン
三
社
か
ら
提
案
が
な
さ
れ
、
鹿
烏
の
提
案
し

た
凍
土
壁
共
秦
維
工
法
γ
が
採
用
さ
れ
た
。
（経
済
産
業
省
は
五
月
二
十
日
に
東
電
に
対
し
凍
土
壁
方
式

を
採
用
す
る
指
示
を
出
し
た
）
鹿
島
の
基
本
計
画
案
で
は
、　
一

，
四
号
機
を
囲
む
よ
う
に
地
盤
を
二
・
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
掘
削

（深
．さ
は
明
示
さ
れ
ず
）、
そ
の
地
中
に
下
定
間
隔―人

ｒ
メ
■
■
ル

置
Ｙ
で
管
を
並
べ
て
打
ち
込
み
、
管
内
に
冷
却
材

（マ
イ
ナ
ス
四
〇
℃
〉
を
循
環
さ
せ
一．
土
壌
を
凍
ら
せ

で
壁‐
を
作
ヶ
ヽ
こ
の
凍‐土
壁‐が
建
屋
内
と
外
側
の
地
下
水
の
動
ぎ
を
遮
断
す
る
計
画
で
あ
る
”
特
徴
は
ゴ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
よ
る
遮
水
方
式
ど
異
な
り
、一
施
工
が
容
易
で
工
期
も

一
～
二
年
で
施
工
可
能
で
い
板
に

一冷
却
に
必
要
な
電
源
を
失
っ
て
も
凍
土
壁
ば
数
か
ル
は
解
け
ず
に
遮
‐水
能
力
は
保
た
れ
る
と
い
う
“
他

‐の

工
法

（粘
土
壁
方
式

‐‐―‐
―
グ
ラ
ベ
ル

（砕
石
）
方
式
）
に
比
ヽ
良

，
提
案
の
二
う
に
思
え
る
が
い
水
の
専
欄

・家
が
ら
見
る
と
更
‐な
る
検
計
が
必
要
ど
思
わ
れ
る

，
つ
．ｉ
”

下
酢
一
■
卜‐
ン
以
上
流
た
す
る
地
下
水
の
怖

さ

（前
述
）
が
理
解
さ
れ
て
い

‐な
い
。
　
　
・
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疎
■
一量
焼
成
■
で
ｔ
最
低
二
年
ず
出
来
て
も
効
果
な
し
の
可
能
性
　
一　
一

計
画
で
は
山
側
、
陸
側
を
同
時
に
冷
却
開
始
し
凍
土
壁
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
長
さ

一
〓
四

キ
ロ
の
壁
を
同
時
に
凍
結
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
必
ず
水
道

（
み
ず
み

ち
）
が
で
き
る
。
例
え
ば
山
側
の
凍
土
．壁
に
未
凍
結
の
隙
間
が
で
き
る
と
「
パ
ス
カ
ル
の
原
理
と
同
じ
よ

う
に
凍
土
壁
で
遮
ら
れ
た
地
下
水
圧
が
、
隙
間
に
か
か
り
、
地
下
水
流
量
が
増
加
す
る
〓
そ
の
結
果
建
屋

内
に
さ
ら
に
流
入
す
る
地
下
水
が
増
す
。　
一
方
、
山
側
に
凍
土
壁
が
連
続
に
で
き
た
場
合
、
下
流
側
の
ダ

■
ビ
ン
建
屋
内
の
汚
染
滞
留
水
は
残
留
し
て
い
る
地
下
水
に
吸
引
さ
れ
る
形
で
、
海
側
へ
流
失
し
汚
染
水

を
海
に
拡
散
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
０
逆
に
海
側
が
先
に
凍
結
す
る
と
上
流
側
の
地
下
水
位
が
増
す
こ
と
に

な
り‐‐
、
建
屋
に
さ
ら
に
地
下
水
を
流
入
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。
地
下
水
ど
建
屋
内
汚
染
水
ど
の
水
位
バ
ラ

ン
ス
が
決
め
手
で
あ
り
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
実
測
デ
ー
タ
に
よ
る
精
密
モ
デ
ル
を
作
り
、
三
次
元
シ
ミ

ュ
レ
■
シ
ヨ
ン
を
繰
り
‐返
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
Ю

．
鹿
島
の
提
案
書

（五
月
十
六
日
）
を
注
意
深
ぐ
読
む
と
ヽ
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
て
い
な
い
提
案

技
術
者
の
本
音
も
見
受
け
ら
れ
る
。
①
凍
土
遮
水
壁
が
施
工
さ
れ
て
も
、
域
内
に
は
難
透
水
層

（
つ
ま
り

敷
地
内
の
底
部
地
層
）
か
ら
の
侵
入
や
、
雨
水
の
浸
透
に
よ
り
あ
る
程
度
の
地
下
水
は
供
給
さ
れ
る
。

（完
全
な
遮
断
で
は
な
い
Ｙ
②
滞
留
．水
の
水
位
と
地
下
水
位
が

一
致
す
る
場
合
、
滞
留
水
が
拡
散
で
建
屋

外
に
漏
え
い
す
る
恐
れ
は
否
定
で
き
な
い
人
う
ま
ヶ
漏
れ
る
）
と
明
記
ｔ
て
い
る
。
ま
た
清
水
建
設
の
同

提
案
書
で
は
、
遮
水
壁
が
出
来
て
も
、
地
表
か
ら
雨
水
の
浸
透
量
八
十
八
ト
ン
／
日
、
水
平
浸
透
量

（遮

水
壁
を
通
過
Ｙ
二
十
六
■
シ
／
日
、
地
層
底
部

（湧
水
）
か
ら
の
浸
透
量
百
十
五
ト
ン
／
日
と
合
計
二
百

二
十
九
ト
ン
／
日
の
敷
地
内

へ
の
流
入
量
を
予
測
し
て
い
る
Ю　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・　
●

汚
染
水
対
策
委
員
か
ら
も
多
く
の
指
摘
が
挙
が
っ
て
い
る
。
①
凍
土
壁
は
二
重
の
バ
リ
ア
に
す
べ
き
で

あ
る
、　
一
重
だ
と
必
ず
漏
れ
る
。
②
タ
ト
ビ
ン
建
屋
の
下
部
も
凍
土
化
せ
よ
、
水
は
横
で
は
な
ぐ
、一
底
か

ら
噴
き
出
し
て
く
る
。
③
凍
土
壁
で
は
、
地
表
か
ら
の
降
雨
浸
透
流
は
遮
断
で
き
な
い
、
地
表
面
に
ウ
レ

タ
ン
系
、
ま
た
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
水
層
を
作
れ
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
言
え
る
こ
と
は
い
完

全
に
地
下
水
を
遮
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
や
ら
な
い
ょ
り
や
っ
た
方
が
ベ
タ
ー
と
の
感
覚
で
あ

る
っ　
一

こ
れ
に
政
府
は
、
三
百
二
十
億
円

〈
国
民
の
税
金
）
を
投
入
す
る
、
四
十
年
間
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
誰
も
明
示
し
て
い
な
い
。

世
界
に
実
績
な
き
凍
土
一壁

凍
土
に
よ
る
遮
水
壁
に
つ
い
て
は
い
ど
ん
な
に
急
い
で
も
計
画
策
定
ま
で
に
六
か
月
、
施
工
に
約
二
年

か
か
る
。
こ
の
間
も
汚
染
水
が
漏
れ
続
け
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
大
規
模
な
凍
土
壁
の
施
工
で
十
年
を
超

え
る
運
用
実
績
が
な
く
い
廃
一，
ま
で
の
画
十
年

―‐間連
続
的
に
冷
凍
機
を
運
転
さ
せ
る
電
力
一
ス
‐卜
の
課
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
０
簡
単
に
述
べ
る
と
、
現
在
流
入
し
て
い
る
約
一
千
‐ト
ン
／
１
の
地
下
水
温‐
度
は
一

〇
．～
一
六‐魔
で‐、
毎
日
東
土
壁
と
衝
突
ｔ
溶
解
・
凍
結
の
繰
り
返
ｔ
で
、
凍
結
し
な
い
恐
れ
も
あ
る
ず
こ

の
膨
大
な
冷
却
用
電
力
を
賄
ヶ
為
に
発
電
所
が
必
要
ど
も
言
わ
れ
、
海
外
の
専
門
家
か
ら
■
さ
す
が
東
京

電
力
、
常
に
電
気
を
使
う
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
て
い
る
」
と
皮
肉
ら
れ
て
い
る
一
・　
一●
　
　
一一
●

一・

．次
回
は
待
？
た
な
し
の
汚
染
水
タ
ン
ク
問
題
に
つ
い
て
‐述
べ
る
。　
　
　
一　
　
　
　
．一
●
●
●
●
●
一
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